
私の知り合いが、家事の悩みを抱えている

皆様のために、新しい仕事を始めました。

24 時間、365 日、山梨県全域に対応してくれ

ます。ご依頼の内容に応じて、見積もりもし

てくれます。介護保険業務をカバーしてくれ

る内容もありますので、気になる方はお問い

合わせしてみてください。

会社名は、「アンサーキャッツ」です。

介護用品のレンタルや購入については、皆さん

が悩むところです。そんな時の手順をご紹介し

ます。

１．ケアマネジャーか地域包括支援センター福

祉用具のレンタルができるかどうかを相談

2．ケアプランを作成して福祉用具のレンタル

事業者を選びます。

３.福祉用具専門相談員が利用者の自宅を訪問

し、福祉用具を選定して提案します。

4.事業者が用具を納品して利用者が使いやす

いかを確認します。

5.福祉用具を決定したのち、利用者が福祉用具

貸与事業者と契約をします。

6.福祉用具のレンタルを開始です。

7.福祉用具専門相談員が定期的なメンテナン

スやアフターサービスを実施します。

特に、ご利用者様が使いやすいかどうか？が

とても大切に項目になります。それにより、事

故も防ぐことが出来ますので、きちんと相談し

ていきましょう。
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新型コロナ感染対策は、多くの施

設やホテル、飲食店などでなされる

ようになりました。しかしながら、

世界的にはまだまだピークであり、

日本国内での緩和に疑問を持つ方も

多いことと思います。こうした中で、

ワクチンの認可がアメリカの大統領

選挙を境にされるのではないかとい

う憶測も流れています。

この長引く新型コロナウイルス感染の流行に、今後の私たちの暮らしは「ウ

イズコロナ」という言葉に代表されるように、新型コロナウイルスのいる世

の中で一緒に生きて行くという事になるようです。しかしながら、介護施設

のようにお年寄りを預かる施設としては、今後も十二分な注意を払い、施設

内での感染を食い止める基本的な方法を、今後も継続して実施していく必要

性を感じております。特に当施設は「生体エネルギー工法で」で造られてい

ますが、今回の経験を基に今後も注意を払い、感染やクラスターが起きない、

安全な施設を目指していく所存です。

介護用品のレンタルについて もう、猫でいいじゃん。


